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表 紙 

 
写真左：平成 19 年新潟県中越沖地震によって倒壊した JR 茨目駅（柏崎市内）付近の家屋 

（2007 年 8 月 29 日 大妻女子大学 干川剛史撮影） 

 

写真右：平成 19 年台風 9号によって被災した群馬県南牧村星尾地区の家屋 

（2007 年 9 月 17 日 群馬大学 片田敏孝撮影） 

 


